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　井田病院
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 外 来 ［収支状況］ （単位：千円）

費用 （単位：千円）

［一般会計繰入金］ （単位：千円）

前年度比

令和６年度　病院事業予算の概要

［収益的収支］ ［資本的収支］
令和５年度予算額 令和６年度予算額 前年度比 令和５年度予算額 令和６年度予算額

39,742,563 40,833,371 1,090,808 10,439,335 9,769,143 ▲ 670,192
38,322,229 39,423,825 1,101,596 8,043,560 7,247,908 ▲ 795,652

▲ 2,521,235 ▲ 125,460純損益 ▲ 1,420,334 ▲ 1,409,546 10,788 差　引 ▲ 2,395,775

25,949,661 26,290,948 341,287 7,747,820 6,747,831 ▲ 999,989
25,027,737 25,309,952 282,215 6,384,944 5,315,363 ▲ 1,069,581

▲ 1,432,468 ▲ 69,592純損益 ▲ 921,924 ▲ 980,996 ▲ 59,072 差　引 ▲ 1,362,876

12,503,739 13,148,592 644,853 1,244,462 1,629,376 384,914
11,242,260 11,866,870 624,610 575,727 919,064 343,337

▲ 710,312 ▲ 41,577純損益 ▲ 1,261,479 ▲ 1,281,722 ▲ 20,243 差　引 ▲ 668,735

1,289,163 1,393,831 104,668 1,447,053 1,391,936 ▲ 55,117
2,052,232 2,247,003 194,771 1,082,889 1,013,481 ▲ 69,408

▲ 378,455 ▲ 14,291
※多摩病院については本市側収支。収益に診療収益は含まない。費用に病院職員の給与費、材料費は含まない。 ※　資本的収入が資本的支出に対し不足する額は、損益勘定留保資金等で補てんします。

　○主な増減の内訳 　○主な増減の内訳

純損益 763,069 853,172 90,103 差　引 ▲ 364,164

５年度予算額 ６年度予算額 比　較 主な増減理由
診療収益 28,967,639 29,928,005 960,366 外来収益の増 企業債

５年度予算額 ６年度予算額 比　較 主な増減理由
5,910,500 5,051,800 ▲ 858,700 病院事業債の減

負担金交付金 3,250,023 3,459,945 209,922 一般会計負担金の増 他会計負担金 2,133,054 2,196,101 63,047 一般会計負担金の増

令和５年度予算額 令和６年度予算額 前年度比 ５年度予算額 ６年度予算額 比　較 主な増減理由
20,248,234 20,808,840 560,606 病院整備事業費 3,956,375 949,134 ▲ 3,007,241 資産購入費の減

934,679 委託料、工事請負費の増
5,499,257 6,699,940 1,200,683 医療器械整備費 801,327 2,008,145 1,206,818 医療器械整備費の増
14,748,977 14,108,900 ▲ 640,077  改良費 1,160,941 2,095,620

2,885,135 2,782,765 ▲ 102,370

8,719,405 9,119,165 399,760
5,834,270 6,336,400 502,130

令和５年度予算額 令和６年度予算額 前年度比

経常損益 ▲ 1,598,418 ▲ 1,651,297 ▲ 52,879
▲ 1,420,334 ▲ 1,409,546 10,788

給与費 17,778,223 18,358,688 580,465 給料、手当等の増 資金収支 ▲ 2,255,696

５年度予算額 ６年度予算額 比　較 主な増減理由 純損益（再掲）

▲ 2,082,373 173,323

経費 9,184,560 9,299,341 114,781 委託料等の増

資本的収入 2,133,054 2,196,101 63,047

材料費 8,843,504 8,964,802 121,298 薬品費等の増

減価償却費 2,758,635 2,998,171 239,536 構築物減価償却費等の増

計 7,959,774 8,141,819 182,045

令和５年度予算額 令和６年度予算額 前年度比

収益的収入 5,826,720 5,945,718 118,998
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令和６年度 川崎市病院局予算について 

＜予 算 額＞ 

  ５０，６０２，５１４千円  （対前年度比：＋０．８％） 

＜主な事業＞ 

経営健全化の推進 

○市立３病院では、この度策定された「川崎市立病院中期経営計画 2024-2027」に基づき、公立病院として
の地域における役割分担を踏まえ、不採算医療や政策的医療、高度・先進医療等を提供する重要な役割を
継続的に担い、引き続き、地域に必要な医療を安定的かつ継続的に提供すると同時に、経営基盤の強化に
向け更なる経営改革と経営健全化を図ります。 

川崎病院の運営  ３３，０３８，７７９千円  

○高度・特殊・救急医療を中心に、周産期・小児・精神科救急
に引き続き対応します。関係局と連携してプレホスピタル活
動に取り組みます。 

○地域がん診療連携拠点病院として、五大（胃、大腸、肝、
乳、肺）がんの他、血液、脳、泌尿器、婦人科、耳鼻咽喉
科、皮膚科領域など広範な領域のがん診療に取り組みます。 

○第二種感染症指定医療機関として新型コロナウイルス感染症
など新興感染症の対応、また、エイズ診療拠点病院としての
役割を果たします。 

○災害拠点病院、難病指定医療機関、認知症疾患医療センタ
ー、地域医療支援病院、紹介受診重点医療機関としての役割
を果たします。 

○院内ＰＨＳのスマートフォン化を行います。また、手術支援
ロボット、血管撮影用X線装置、全身撮影用CT装置の更新を
行います。 

○外国人患者受入れ医療機関認証制度（ＪＭＩＰ）の認証を目
指し、外国人対応医療体制の充実に取り組みます。 

○川崎病院医療機能再編整備について、救命救急センター棟の新
築工事を推進し、令和７年中旬の稼働に向けて準備を進めま
す。併せて、関係局と連携して救急ワークステーションの準備
を推進します。 

〇既存棟の再編整備工事にも着手します。また、エレベーターの
長寿命化整備も行います。 

〇市立３病院の今後の中長期保全に係る考え方の整理、保全計画を作成し、今後計画的に施設の保全を行っ
ていきます。 

井田病院の運営    １４，７７７，９６８千円 

○地域がん診療連携拠点病院として、消化器がん、肺がん、乳がん等の精密ながん検診から、手術・化学・
放射線治療、リハビリ、終末期の在宅緩和ケアまでトータルながん治療に取り組みます。 

○川崎病院と同様に、手術支援ロボットの更新を行います。 
○新型コロナウイルス感染症対応のみならず、市内唯一の結核病
棟を持つ病院としての役割を果たします。 

○地域医療支援病院の承認を目指し、連携登録医専用回線として
設置した「つなぐつながるホッとライン」の活用などを通じて、
地域の医療機関との連携を今まで以上に強化、充実させます。
紹介受診重点医療機関として、地域医療機関との連携・機能分
化を進めると同時に、地域包括ケア病棟の活用によるリハビリ
テーション機能の充実、地域の在宅療養患者の緊急時の受入れ

など、在宅復帰・在宅療養支援の充実に向けて取り組みます。 
〇令和４年１１月から本格実施されている中原２次救当番制
に参画し、地域に対して効率的・効果的な救急医療を提供
します。 
〇引き続き、川崎病院との連携により、収益確保・費用削減
に向けた取り組みを進め、経営強化を図ります。 

多摩病院の運営管理 

２，７８５，７６７千円（川崎市側の予算規模）

（指定管理者：学校法人聖マリアンナ医科大学）
○北部医療圏での二次救急医療の拠点として、小児医療を含
めた救急医療を中心に、高度・特殊・急性期医療などを提
供します。 
○災害拠点病院と 
しての役割を担 
うとともに、地 
域医療支援病院 
として医療機器

の共同利用や地域の医療従事者を対象とした研修の実施、「地域連
携の会」を開催するなど、地域のかかりつけ医との連携強化を進めることで、地域全体の医療供給体制の向上
を図ります。また、緩和ケア病棟では看取りだけではなく急性期から外来・在宅への移行支援を行うことで、
地域における完結型医療提供体制の構築に取り組みます。 

○令和６年４月から、初診外来の受付時間を順次拡大します。（午前枠の拡大：２９診療科、午後枠の新設：８診
療科） 

○施設･設備の老朽化に対し、長寿命化に向けた維持補修を実施します。令和６年度にはナースコール設備改修工
事を予定しています。

川崎病院 

救命救急センター棟(完成イメージ)

◎川崎病院 

◎多摩病院

◎井田病院

新救命救急センター完成イメージ[川崎病院]
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